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受け入れ最高の祝福（ヨハネ1:1-13）
　皆さんの周りの困っている多くの人を見て、ときにはニュースを見ながらいろいろなトラブルや事件などを見ながら、クリスチャンとして皆さんはなにをどう思っていらっしゃるのでしょうか。そのたびになにかが悪い、よいというのではなく、「なるほど、信者であるクリスチャンの私たちに力が必要なのだね。私たちが力を得なければいけない」ということを思うのが望ましいことです。皆さんはまた自分の家庭をふり返って様々な事情を見ながら、もしかして、ただ心配だけで終わっているのではないでしょうか。そういうときにだれかが悪い、だれかがよいと言う前に、そこにいるクリスチャン、信者である自分が力を得なければいけない、自分自身に本当にそのすべてを助けることができる上からの神様の力が必要なのだということを実感しないといけません。そう思わされないといけません。それから、それに終わらないで、クリスチャンなのでその力が十分に得られるものなのだということも確信しなければいけません。それがクリスチャンです。そういう意味で神様はクリスチャンの私たちに向かって「あなたがたは世の光である」とおっしゃいました。世の光であり、そして、その光の役割を十分に全うできるように上からの神の力を与えられるとおっしゃいました。そのように言われている人がクリスチャンです。それを信者と言います。
そのようなことを心に覚えて、今日からヨハネの福音書のメッセージをともに見ていきたいと思いますが、そのようにクリスチャンが上からの力、本当に世の中を助けて生かすことができる力に預かるための様々なテーマの中で第1に大切なテーマがなにかと言うと、イエス・キリストを受け入れることの祝福がなんなのかを理解することです。そして、それに対して確信をもって、その結果、皆さんの心の中に自負とプライドと確信にあふれるようになるということです。皆さんに愚かな質問をぶつけたいと思います。皆さんは十字架にかけられてよみがえられましたイエス様をキリストとして信じて受け入れたのでしょうか。そうならば、皆さんは冒頭で申し上げましたような力の主人公であり、そのような力が皆さんを通して十分に発揮できるはずです。でも、実際はそうではありません。なぜでしょうか。イエス・キリストを受け入れたにもかかわらず、その受け入れの力、受け入れということの祝福についてまだまだ分かっていないからではないでしょうか。皆さんになにかの問題があるからではありません。また、皆さんの周りがものすごく厳しい状況なので皆さんを通して力が現れないわけでもありません。そういうことを覚えて、イエス・キリストを受け入れる、イエス・キリストを信じるということがどのようなことなのか、どれほどの祝福なのかということを、ぜひ分かっていただきたいと願います。そこから、世の中を生かすための上からの神様の力に預かる祝福の門が開かれるようになります。なにも難しく思わないで、なにも複雑に思わないで、なにも心配しないでいただきたいと思います。

その受入れの祝福を正しく理解するためには、まずこのヨハネの福音書の前にある聖書が旧約の聖書ですが、その聖書のメッセージがなんなのかということをまず理解しないといけません。そうすることによってイエス様を受け入れるということがどういうことなのかということを少しでも理解し、また正しく見ることができるようになります。聖書が私たちに言いたいこと、この分厚い聖書ですが神様のメッセージはなんなのか、一番大切な核心ポイントはなんなのかと言いますと、それは聖書の一番最初のところ、創世記1章27節に書いてあるように、私たち人間というものは世の中にあるすべての万物とは最初から異なっていて神のかたちにつくられた霊的な存在なのだということがメッセージです。それが言いたいことです。ですから、イエス様がおっしゃっているように人はパンだけで生きるものではなく、神の口から出るひとつひとつの言葉によって生きるもの、神さまとともにいて神の祝福をいただいて、その神様を信頼し信じて神様に守られることによって成り立っている存在です。それが神のかたちです。猿が進化して人間になったのではありません。最初から人間というものは神様の特別な目的を持って、特別な尊い存在としてつくられたものです。ただ裕福になれば、ただ愛情が注がれれば、ただ物が豊かにあれば、ただ知識を積んでいけばそれでどうにかなる、幸せになる、問題が解決されるような存在ではないと聖書は言っています。それにもかかわらず、私たちもそうだったし、世の中のすべての人、学識あるものなのか無知な人間なのか、貧乏な人間なのか金持ちなのか、黒人なのか白人なのか関係なく、皆そういうことがどう変わるかによって人生が変わり、人間の幸せが左右されると思い込んでいます。それが共通点です。そのすべての人類の教えに向かって聖書は「NO」と言います。人間はそのようなことによって幸せになるものではない、神のかたちにつくられたものです。ある哲学者が言いました。人間の心の中には大きな穴が空いていて、それはどんなに素晴らしい立派なものでも埋められないものだ。そういうものは結局、のどが渇いているときに海水を飲むのと同じものである。そこは神以外には埋められません。それが人間です。そのようにつくられた人間に向かって神様は祝福を宣言され、「生めよ。増えよ。地を満たせ。地を這うすべてのものを支配せよ」という祝福を与えられました。万物のトップになりました。すべてを神の代わりに支配する立場、位置に立たされるようになった、それが人間というものです。なにかの物、動物を作って拝んだりするのは真逆です。神様の代わりにすべてを支配する存在です。それなのにそのように祝福された、偉大なる祝福をいただいている人間がそのすべての祝福を全部失って滅びる存在になってしまったというのが聖書のお話です。その理由が創世記3章に書いてある、人が神様に対して約束を破って罪を犯した結果（それを原罪と言います）、神様から離れ神のかたちがすべて壊れると同時に、その神のかたちであるがゆえに与えられた祝福をまるごとすべて失うようになった、そのときから人間は右に転んでも左に転んでも不幸な人生を送る運命に捕らわれるようになったというのが聖書のお話、教えです。それが人間の堕落というものです。
そして、もっと大変なことはその罪を犯してそのようになってしまった背後になにがあったのかというと、目に見えない霊の存在、悪魔、サタンというものがそのすべてを仕掛けていたのです。その結果、罪によって神から離れただけの問題ではなく、そのときからは神の代わりだった人間が悪魔の奴隷となって、悪魔に支配されてそこから一歩も抜け出すことができない滅びの運命に捕らわれて生きるようになりました。アダムのときから全人類、すべての人は罪を犯した、これが聖書が私たちに語るメッセージです。つまり、その問題を霊的な問題と言いますが、これは世の中にあるもの、目に見えるものでも見えないものでも、どんな立派なものでも宇宙に存在するどのようなことでも解決することができないという問題を抱えて生まれて、そして、死んで地獄に行き滅びの運命を歩くしかないようになってしまったということです。それで神様がそのような人々をかわいそうに思い愛して、その滅びの運命の人生、不幸な人生、トラブルだらけの人生、幸せのない悲しみの人生を終えて、そこから救い出すために神様がひとつを約束されました。そこにしか希望がありません。人の問題は単純な問題ではありません。宇宙のなにをどう取り上げても解決にならない問題を抱えています。それが原罪という罪であり、それを霊的な問題と言います。それに対して神様が創世記3章15節に女の子孫が生まれて、この女の子孫というのは人間から生まれたものではない、神様から遣わされた者という意味です。つまり、メシヤ、キリストという意味です。女の子孫が生まれて、このすべての犯人であり張本人である悪魔の頭、蛇の頭を踏み砕いて勝利されることによってあなたがたは助かる、そこに希望の救いの道を神様が約束されました。そして、そのことのために犠牲のいけにえになられる、贖いの死によってそれをまっとうするということでかかとに噛みつかれるということを預言されました。つまり、これが聖書のお話です。希望は神のこの約束、女の子孫と言われているメシヤ、キリストが来られて蛇の、悪魔の頭を踏み砕いて、そのために犠牲の贖いのいけにえになること、これ以外には救いの道はない、これ以外には人の問題の解決はありません。これ以外には幸せはどこにも得られませんと約束され、希望の道を神様は開いて約束されました。その時以来、歴史が流れてその中にまたイスラエルという国が形成されるようになり、そして、今日読みました聖書の時代、ヨハネの福音書が語るその時代のときまでずっと歴史が流れ、その中で歴史をまとめたものが旧約の聖書です。その旧約の聖書はなにを語っているのかというと、神様が約束されたキリストと言われるメシヤ、女の子孫が来られて、それ以外には本当に、本当に希望がないということを裏付ける内容であり、その根拠であり、その証拠を書いてあるものが旧約の聖書です。つまり、旧約の聖書のメッセージはものすごくシンプルに一つしかありません。宇宙、全人類に向かって一つのことだけ語るために聖書は書いてあります。「神様が約束された女の子孫と言われるメシヤ、キリスト、キリストが来られて悪魔の頭を踏み砕いて、そのために十字架にかけられ犠牲のいけにえになること、それ以外にはどこにも希望がない、それにしか希望はない。ほら。見なさい。周辺、まわりの歴史を見なさい」これが聖書のお話です。オンリーキリスト以外には希望がありません。いつも皆さんにわかりやすく理解してもらうためにお話していますが、ピンポイントに絞られて周りがすべて真っ暗になってそれしか見えないようなお話のために旧約の聖書があります。これが聖書のメッセージです。これを知らないで聖書を100回読んだとしても意味がありません。100回読めば読むほど、今申し上げました、「なるほど、イエス・キリストの他には道がないのだね。本当に今まで私は少し家庭の状況が変われば、旦那さんが少し変われば、私にもう少し学識があれば、私がもう少し金持ちになればなにか変わるだろうと思っていたのですが、それがすべて無駄な考え方だったのだね」ということがより固まって、より強くなるというのが聖書を読むということです。なにかを知らないから読むわけではありません。もう結論は明白に出ています。歴史すべてを通して「ほら。見なさい。見たのか」と言っています。そして、短く言えば皆さんの人生をふり返って吟味して考えてみれば答えは明白です。キリストの他には希望はありません。それが裏付けられ、全人類、皆さんひとりひとりがすべてを真っ暗な中に治めてキリストだけに集中して、キリストだけをピンポイントとして見て救われることを神様は望んでいらっしゃいます。そのことのために、私たちはすべてをこの小さな頭では理解できませんが、ときには人間が理解できないような不思議な問題がその人に与えられ、またその家庭に許されることによって何もかもが真っ暗だと気づいてもらって、「そうですか。すべてを下ろします。オンリーイエス・キリスト以外には希望はありません。キリストだけを私は見ます」とされます。それが神様の望み、神様の愛です。これがメッセージです。このメッセージを神様は聞いてほしいと思っています。残念ながらそのために特別に神様が選んで召されたイスラエルの民もこのメッセージを聞く耳を持ちませんでした。聞けませんでした。それで、真っ暗だったにもかかわらず神様はその約束を忠実に実現し成就され、ついにその唯一の希望であるキリストが世に来られました。その世に来られたキリストが、唯一の希望であるキリストがイエス様です。十字架にかけられてよみがえられましたイエス様、処女マリヤから生まれたイエス様、そのイエス様がキリストです。来られる、来られると言われていて、なにもかもすべて真っ暗だったのに、真っ暗な中で唯一、「いつキリストは来られるのだろう」と。キリストが来られるまでは変わることはありません。時代が変わっても、王様が変わっても、捕虜にされていても、また捕虜から解き放たれて帰還していても変わることはありません。オンリーキリストが来られることしか希望がありません。すべての木が全部切り倒されても、十分の一が残されても全部切り倒される、希望がありません。真っ暗は変わりません。切り株が残っているかのように聖なる種も、キリストが来られるそのとき以外には変わることはないし希望はありません。そのようなことが聖書が語るメッセージです。キリストだけに集中しなさい。キリストだけを見なさい。そこにしか救いはないし、そこにしか希望はありません。「見なさい。見なさい」という話です。そのメッセージが皆さんに聞こえますか。イスラエルには何千年に渡って語り続けましたが聞きません。聞く耳を持つことができません。やはり、キリストが来られること以外には希望がありません。そういう意味で唯一の希望であるキリストが世に来られたのであれば、それはビッグニュースでしょう。宇宙の中で一番大きなビッグニュースです。ですから、皆が今までの苦労や過ち、苦しみ、さまよいなどを全部振り切って「ははー。来られましたか。イエス様、あなたはキリストです、あなたに従います。あなたを信じます」と受け入れるはずなのに、今まで真っ暗であったのに唯一、その真っ暗な中で光であるイエス・キリストが来られたにもかかわらず聖書はなにを言っているのかというと、ご自分の神のところに来たにもかかわらずご自分の民は受け入れなかったということです。キリストが来られるというお話もまったく聞かないし、そのキリストが実際にこの世に現れたにもかかわらずだれも信じようとしません。それが人間です。それが人間の罪の恐ろしさというものです。人間に可能性があると思うのですか。真っ暗な中でより真っ暗になります。ご自分の民の方に来たにもかかわらず受け入れません。そうならば、当時、ご自分の民と言われていないよその国、異邦人の場合はもう言うまでもないでしょう。世の中は真っ暗です。だれひとりキリストが来られたのにキリストを歓迎して信じて受け入れる人がほとんどいませんでした。

つまり、暗いではなく真っ暗でした。それが今、ヨハネの福音書のスタートの部分で、私たちにお話している内容です。真っ暗です。その中でそれを背景にして、しかし、もしこのイエスがキリストですと信じて受け入れる者がいるとすればそれはどういうことでしょう。この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。受け入れるということがどういうことなのか分かりますか。今申し上げました真っ暗を背景にして、そこに唯一の光としてキリストが来られたのです。それにもかかわらず、皆、光の方に来ようとしません。イエス様を心から好きに思ってイエス様を信じるよとしません。皆、神様の方に来ようとしません。イスラエルの民の真っ暗プラス真っ暗な状況の中から、なのに、しかし、もしイエス・キリストを信じて受け入れる人がいればそれはどういうことなのでしょう。それが聖書のメッセージです。それがヨハネの福音書のメッセージです。ですから、受け入れたということに対しての最初のメッセージがなんなのかというと、もし世の中の人の中で、あなたがたの中でイエス様のことをキリストだと歓迎して心から喜んで信じて受け入れた者がいるとすればそれは最高の奇跡、奇跡中の奇跡ではないのかという話です。それは人間の方にはまったくいさおがありません。真っ暗です。だから、もしイエス・キリストを受け入れたとすれば自分でそれに気づいているかは別にして、それは実に神様の一方的な恵みの他にないのではないかという話です。受け入れるというのがそんなに簡単に出来うることだと思いますか。今聖書が私たちに言っているのはだれもイエス様の方に来ようとしない、その象徴的な説明として当時、イエス様の方に集まってきたのは結局、皆散らされていったのですが病気の人、癌にかかった人、売春婦、社会から無視される人ばかりでした。来ません。信じません。だれも唯一の光である、唯一の希望なのに信じません。信じないとどうなるのでしょう。真っ暗なままです。肩書がどうであれ、どこの民族であれ関係ありません。真っ暗の神のかたちが壊れたままの暗闇の滅びる運命に捕らわれたままです。博士の学位をとっても、お医者さんになっても関係ありません。しかし、イエス・キリストを信じて受け入れるのであればそれは奇跡ではないのか。問題はイエス・キリストを信じますと告白しているクリスチャンの方々がイエス・キリストを信じて受け入れたことが、そのような、考えられない信じられない奇跡だという感覚がありません。だから、力が得られません。それさえ気づいていればよいです。それさえ「なるほどそうだったのですか」と衝撃がその信者の心の中を走っていくようになればそれで成功です。他のなにかがどう変わればではありません。イエス・キリストを信じました。受け入れましたと言うのがびっくり驚いて気絶するような衝撃になることが世の中に勝利する秘密です。今皆さんに力がない、学歴がない、知識がない、身分が低い、まったく関係ありません。イエス・キリストを受け入れたといういことがどういうことなのかが分かっていないので神様は悲しいのです。宇宙より大きなものをプレゼントしたのに皆ゴミみたいに思っているので話になりません。それで「私にはなぜ答えがないのですか。なぜ私の家庭はこうですか」と嘆いて涙を流して神様に祈っていても神様は「おい。イエス・キリストを信じることがどんなことなのか分かって欲しい」とだけ一点張りにしておっしゃっています。皆さんが教会に来てまず第1に、他のなにかは全部あとにしてこだわって気づくべきところはイエス・キリストを信じること、受け入れるということ、それがどういうことなのかにびっくりすることです。びっくりしたことありますか。ないでしょう。だから、うまくいかないのです。他のなにかに理由があるかのように何かを言い訳にしたりしないでください。訓練をこんなに受けたのに。訓練のせいではありません。皆さんがこれにびっくりして訓練に行ったとすれば訓練の一つ一つが100年の答えを引っ張る祝福になるでしょう。でも、この衝撃なしでいると周りにいらないものだけが大きくなって目に入ってきます。それにいつまでたっても振り回されて困難させられるだけです。それがパウロのように全部ちりあくたに思われてなんの価値もないものになり、何の影響も受けるべきものではないと、どうでもよいものになってすらすらパスするものになりません。いつもなにもかもが引っかかります。なぜでしょうか。イエス・キリストを信じて受け入れること、それは元々あり得ないことです。だから、神様の一方的な恵みであり、それをよくよく吟味してみると神様がそうなるように定められた人間だけが信じられるようになります。神に定められて、神様に選ばれた者だけに限ることです。世の中で大不可思議とか言っていますがそれは不可思議ではありません。唯一、世の中で不可思議なことというのは私のような人間がイエス・キリストを信じて受け入れるようになったということが不可思議の中の不可思議、絶対ありえないこと、理解不能な事件です。分かりますか。イエス・キリストを受け入れたこと。多くのクリスチャンがイエス・キリストを受け入れます。それは初期の初歩段階として思って、基礎が終わったのでどこか引き出しの中にしまっておいて、それからどうすればよいのかと考えます。とんでもありません。これがすべてです。皆さんがイエス・キリストを信じましたか。先ほど冒頭で皆さんに質問をぶつけましたが、皆「アーメン」という顔でした。信じました。それが当たり前なあり得ることだと思いますか。あり得ません。絶対あり得ないのに起きました。だから、人間のこの小さなコンピュータでは理解不能な、計算できない出来事です。皆さんはキリスト、イエスを思い浮かべて信じて救われたと思い出すたびにこうならないといけません。「どうやって私のような人間が信じたのだろう」。いつまでたっても疑うという意味ではなく不思議に思わないといけません。考えるたびに新鮮になって「不思議でしょうがない、でもとにかく起きたのだから神様の恵みの他にない」と思わないといけません。
それで皆さんの中で、皆さんの人生においてなにが一番ショックで衝撃的なことだったのかわかりません。また、皆さんの人生を変えたきっかけになることがいろいろあったかもしれません。それは実は人生を変えるものではありません。皆さんの中で最高の衝撃、最高の驚きでないといけません。これが受け入れたということです。ご自分の民のところに来たにもかかわらずご自分の民は受け入れませんでした。不可能です。それなのになぜ私たちは、こんなみじめな私たちは、他の人たちと比べたときによいところがなにもないのになぜこのような私たちがイエス・キリストを「救い主です。私のために十字架にかけられ私の人生のすべての問題を解決されました」と信じて「イエス様。私の中に入ってください」と受け入れることをしたのでしょうか、不思議で不思議でしょうがないという気持ちが一生続かないといけません。それが受け入れということです。これが分かっていないので受け入れたとしても「受け入れをまたキャンセルしようかな」という感じです。「受け入れたって何が変わるのか。仕事が、勉強が忙しいのに」という感じです。ショックになっていません。皆さんの人生のいま大事にしている、これからの未来に用意されている大事なすべて全部を合わせて奪われると言っても感謝しながら「でも大丈夫です。私はイエスを信じました」というほどの良い意味での衝撃がないといけません。芸能人の中には「どのように結婚することになったのか」と問うと「見た瞬間、ビビビッとなった」という人も結構いらっしゃるみたいですが、それの1千倍以上のボルトの衝撃が皆さんに走らないといけません。今まで無かった方は今日のメッセージを聞きながらよくよく吟味しながら考えてみてください。「そうだったのか。イエス様を信じることを簡単に考えていたけど、それはあり得ない、信じられない、理解不能なこと、でも起きてしまった。それこそ神様の愛でありもう不思議で不思議でしょうがない。ショック、衝撃だ」と感じていただきたいと思います。それがすべてです。皆さんが悪いから信仰生活が難しいわけではありません。皆さんに信仰の素質がないから信仰がだめでふざけているわけではありません。この衝撃がないから。

そういう意味で私たちはこの受け入れのことがなんなのかという衝撃が分かれば、衝撃にぶつかればこのような結論が自然に当たり前に浮かび上がるようになります。「なるほど。人生の幸せ、不幸、人生の祝福と滅び、その別れ道、鍵となるのは人生が暗やみの中光なのかに分かれるのはイエス・キリストを受け入れること、それだけです。イエス・キリストを受け入れていないと外見がどうであろうが、今現在、なにがどうであろうが暗やみの中です。イエス・キリストを受け入れた人であれば、たとえ死の陰の谷を歩いていたとしてもその人は光の中を歩いているのです。イエス・キリストによって人生は分かれます。他には人生を分けるものはありません。皆同じです。キリスト、イエスを受け入れるまではすべての人が罪の中で神から離れたまま自分でどうしようもない滅びの運命の勢力に捕らわれ支配され苦しむしかありません。成功した者は成功した者なりに苦しんでいます。そして、失敗した者は失敗した者なりにまた苦しむしかありません。苦しむのは自分の人生です。暗闇の中にいますので。キリスト、イエスだけです。イエスを受け入れるかどうかが人生を分ける別れ道になります。それが結論です。受け入れがどれほど大切なものなのか分かりますか。受け入れることによって人生が丸ごと新しく変えられるのです。しかも完全に永遠に完璧に変えられるということです。それが受け入れということです。初歩のスタートではありません。イエス・キリストを受け入れることは。そういう意味で今日の聖書を見ると真っ暗な中で自分の民も受け入れなかったのに、「しかし」があります。ここには書いていないのですが、「しかし」が付いています。しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。どのように分かれるようになるのでしょうか。
最後に、このイエス・キリストを受け入れることがすべての鍵であれば、これに神様はすべてを全部かけていらっしゃるとも言い換えられるのではないでしょうか。その受け入れたことの祝福がなんなのかということです。受け入れた瞬間、先ほど申し上げました真っ暗な暗闇の人生はその瞬間、永遠に終わりです。それが受け入れることです。そのように変わります。そして、イエス・キリストを受け入れた瞬間、新しいいのちをもって新しく生まれるようになります。それを今日の聖書を見ると人間の欲によって生まれたものではなく、神から生まれたものであると言われる、新しく生まれるというのは以前の存在はもう存在しません。そのようになるのが受け入れるということです。受け入れたその瞬間です。それで、しかもその状態が永遠に続くので永遠のいのちの祝福に預かるようになるし、それは別の言葉で言いますと今まで神から離れていた罪人である私たちに創造主である神様が聖霊をとおして受け入れたその瞬間、その人の中に入ってその人とひとつになって永遠に離れることなくともにおられるようになります。それを神の神殿と言います。イエス・キリストを受け入れることはこのような変化をもたらすことです。そのような状態の人間を神の子どもと言います。身分がもう神の子どもとしてすっきりと新しく変えられて、神の子どもというのは神様と今まで罪によって神の御怒りを受けるべき関係だったのに、それがすべて排除され神様との祝福の関係が全部開かれたということです。いつでも神の祝福を全部頂いてお祈りをすると答えられる関係になるということです。イエス・キリストを受け入れることはそういうことです。そのような祝福です。キリストを受け入れること自体が不思議で、不思議でしょうがない衝撃なのですが、その受入れの祝福の内容を見るとより気絶しないといけません。神の子どもとして、神の子どもの特権と言われます。それは別の言葉で言うと、その瞬間からその人の人間的な何かと全く関係なくどのように変わるかというと、この真っ暗な中で苦しんでいる世の中を助けて生かす権威を持つ存在に変えられます。イエス・キリストを受け入れた瞬間です。約束します。皆さんが信じていないからです。だれでもイエス・キリストを信じる者は暗闇の力を打ち砕いて縛り上げる権威が皆に与えられ許されています。キリストを受け入れたわけですから人生がそのように変わります。昔の私はもう存在しません。私が存在しているかのように悪魔のささやきとだましごとによくよくだまされているだけであって、イエス・キリストを受け入れた瞬間、過去の自分は実は葬られ存在しません。そのときからイエス・キリストを受け入れた者は自動的に世の中を生かす伝道者として神様の祝福を受けるようになります。

そして、キリストを受け入れた瞬間、死んだあと永遠の天国がもう保証されるようになります。その天国に行く間に伝道者として救われた祝福の神の子どもとして生きていくときにすべてを働かせて益となる、つまり、恵みの原理の下で生きていくようになります。なにもかもがすべて恵みとなります。イエス・キリストを受け入れたことによってそのように変わるのです。今短く申し上げましたが、これは皆さんが噛みしめて、噛みしめればよい意味でそのようになってはいけないのですが何回も気絶しないといけないような衝撃なのです。そのような祝福の存在としてまるごと不幸の暗闇の人生が終わり、そのような祝福しかない存在として変えられるというのが受け入れの祝福です。でも、皆さん信じないでしょう。だから、力が得られないのです。だから、過去にいつまでたっても引きずられて影響を受けいれるようになるのです。なにを食べるかなにを飲むかなにを着るかがいつまでたってもテーマなのです2部の礼拝でそれを細かく言いますが。「でも、それはテーマではないでしょうか」そうかもしれません。聖書は言っています。それはあなたがたのテーマではない。イエス・キリストを受け入れたのであれば神の国と義を求めるというのがテーマなのです。違います。人生が変わっているのだから。皆さん、人生がいつ変わったのでしょうか。私は交通事故に遭って変わりました。私はこの結婚の相手に会って変わりました。私は病気に罹ってから変わりました。違います。私は博士の学位をとってから変わりました。全部、嘘です。人生はそのように変わることはありません。人生が変わるのはイエス・キリストだけです。イエス・キリストを受け入れるときに暗闇から光へと移動させられるようになります。二度と暗闇に戻ることができないように、それが受け入れということです。

もう一度言います。イエス・キリストを受け入れるということは聖書は私たちに言っています。あり得ません。信じられない。絶対できません。不可能です。それなのになぜ私たちは信じたのでしょうか。皆さんからは一生探してもその根拠、条件は見当たりません。だから、自分自身にあまり失望することもありません。まったく神様の恵みによって、不思議で、不思議で説明に苦しむ、理解不能な神様の恵みによって今の私がいます。イエス・キリストを信じる私が。受け入れというのはなんなのか、その祝福はなんなのかということが分からない限りは次に進めません。次に行けば行くほど困難するだけです。今週1週間、皆さんの心と頭の中で「私は受け入れたのだろうか」と問い、もし受け入れていなければ皆さんがなにを計っていてどのような野望と欲望と目標をもって頑張って汗をかいているのか分かりませんが、どのような善良な思いで必死に家族を養って守っていらっしゃるか分かりませんが、真っ暗の中にいるままであることを忘れないでいてください。キリスト・イエスを受け入れること以外には出られません。人生変わることはありません。表面がちょっとずつ変わるというのは変わるとは言いません。これが聖書のメッセージです。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。皆さんにすでに奇跡が起きたということを覚えていただきたいと思います。私の人生そのものがもうよい意味で不思議でしょうがない不思議な人生です。不思議ななにかの王国とかいうものに振り回されないように。世の中はそのようなことをたくさん音楽や映画などで作っていて、人々を惑わしています。不思議なのはひとつしかありません。イエス・キリストを信じることです。けれども、幸い、私たちがこのような不思議な恵みによって救われたのと同じように、不思議に信じられるような人を神様は世界中に用意していらっしゃいます。それを先に不思議な救いの祝福に預かりました、受け入れました皆さんに神様は彼らをそこから引き上げる特権を許していらっしゃいます。私たちだけは分かっているのですから。だから、人間の言葉の術によって人を説得するのではありません。元々、不可能です。神様が定められた人を私たちは導かれて探しに行くのです。私たちの能力と一切関係ありません。もう長年クリスチャンの生活をしていらっしゃるでしょう。いろいろなメッセージを聞いて訓練も受けていらっしゃるかもしれません。でも、ぜひ今週1週間、スタートの部分を吟味して点検してみてください。イエスを受け入れることを私は軽く扱っているのではないか。イエス様を受け入れること、信じること、それに対してどう思っているのか改めて問いかけて質問してぶつけてみていただきたいと思います。素直に真実に。そこに聖霊様が働くようになります。いろいろな忙しいことがあったり、やることがいっぱいあるでしょう。でもこの質問に対してイエス・キリストの受け入れを軽く考えているまま忙しいところに行ってしまうと100％間違います。はずれてしまいます。なぜそんな愚かなことをやるのでしょうか。時計が止まっていれば1日2回は当たります。間違って一生懸命動いていると24時間間違います。だから、ストップして吟味して神の前でイエス・キリストを自分は信じて受け入れているのか問い、そうでなければまずイエス・キリストを受け入れていただきたいと思います。そして、キリストを受け入れたという方はそれが自分自身にとってどれほどの衝撃なのか、もしかして他のテーマが大きくなって、それが小さく扱われているのではないかということを吟味してみてください。そして、このイエス・キリストを受け入れたということが人生の鍵であったということを確認してください。それはどういう意味でしょうか。キリスト・イエスを受け入れたのであれば自分の過去がどうであれ、今現実どんな問題を抱えていようが関係なく、信者である自分は幸せな者、幸福者、そして、まるごと不幸と滅びの運命は投げ捨てられて、そこから解放され完全に新しい祝福の人間に変えられている者なのだということを確認しないといけません。そして、できるだけ聖書の箇所からイエスを受け入れた者に対してその人の現実や外見、人柄と関係なく宣言されている言葉をできるだけ探してみてください。あなたはわたしの目に尊い者である。王である祭司、神の子ども、神の神殿と言われている。天にある霊的なすべての祝福をいただいている者、世の光と言われている者。そういう言葉をひとつひとつ全部、できるだけ探してください。それが自分自身なのです。過去の自分、様々な肉体的な条件によって悪魔にだまされて振り回されている自分、それは全部脱ぎ捨ててください。キリストという新しい服を着るようにしてください。新しい自分を確認して自分は本当に幸せな者、世界一幸せな者、古いものは過ぎ去って私はもう新しいものなのだという確信と感謝とそれに対する自負を持って、それを皆さんの服にしてください。それを1週間ずっとやってみてください。仕事をしながらも朝起きて時間をとって止まってやってみてください。実際的にやらないといけません。話を聞くだけで神様が衝撃を与えられればその方はそれでよいのですが、だいたいはまずメッセージを聞きいらないといけません。集中して聞いてください。神様は皆さんに語っていらっしゃるのになぜ聞き入れないのでしょうか。それも2部の礼拝で解決します。イエス・キリストを受け入れたということにすべてをかけて、そこから新しい自分を見つけ出すようにしそれに確信を持つようになったときに、他に今まで気になっていた気にしていたものを全部あとにして、キリストにある新しい自分にふさわしい新しい人生がありますが、その新しい人生の秘密にこだわってひとつひとつ掘り出し、それを思う存分味わう、飛び込む姿勢を持つようにしてください。
それで皆さんを手助けするためにこれは形式ではありません。まず聖餐の告白のメッセージを配りました。もし自分一人では難しい方は聖餐の告白が今受け入れたということがどれほどのショック、衝撃なのかという意味なので、受け入れたことによって本当に丸ごと新しく変えられたという宣言なのでそれを告白してスタートしましょう。そのようにスタートする者はこれから何を期待すればよいのかというと皆さんの勉強、事業、家庭、現場すべてに世の中の人は知らない秘密、神の国が臨まれるようになっている存在だと期待するようになります。心配もしないで計算もしないで落胆もしないで高慢にもならないし揺れることもなく、神の国が臨まれるようになっている存在です。皆さん自分自身をキリストにあって受け入れた自分がどんな存在なのかを発見すれば当たり前に、「なるほど。私はなんでもない者だと思っていたのだけれど、私がこの会社に来ますと会社の暗闇の力が砕かれて神の国が臨まれるようになっているのだな」と期待を変えるわけです。期待を神の国が臨まれるようにと。皆さん自分自身の内側も同じです。神の国が臨まれます。皆さんの事業に神の国が臨まれれば他の人が真似できない唯一性の答えを受けるようになります。それを期待する、それが新しい者です。今まではなにを食べるなにを飲むか、どうなのだろう。どうなるのだろう。そのような事を全部捨てて「神の国が臨まれますように」と期待してください。その期待が祈祷に変わるのです。
そして、このような期待を持って祈りますと、皆さんに神様の答えが与えられます。それが皆さんのいる現場の福音化という具体的な実を結ぶようになります。それが神の答えです。その答えが必ず来ますので。これが新しい世界です。どこにいても関係ありません。どのような現場でも関係ありません。そして、残りの皆さんの人生がどのように祝福されるかというと、それを気にして世界福音化のために皆さんの人生があり、それに用いられることを体験するようになるでしょう。これが新しい人生で新しい人生のプロジェクトでありプログラムです。それだけにこだわって集中できるように。そうするとそれに加えて私たちが心配して受け入れる前に気になっていたものはすべて加えて与えられると神様は約束していらっしゃるのではないでしょうか。それなのにいまだになにを食べるかなにを飲むかがテーマです。いつ病気が治るのでしょうかがテーマです。治るか治らないか関係なくイエスを受け入れたのでこれはもう今死んでも大丈夫だし、奇跡の奇跡でびっくり驚いて感謝で、それだけでもそうなのによくその内容を考えてみたら、こんなに祝福されたのか。こんなに幸せなのか。神が私と一つになって私を通して神様が現場に行かれる存在なのか。信仰さえ持っていれば、聖霊充満を受けるようになれば、私が行くところに私がいるところに神の国が臨まれるようになっているならば、当たり前にそれをいつも期待するのが新しい人生です。文句、言い訳、不平不満ではなく、心配ではなく。憎しみではなく神の国が臨まれることを期待しているのです。それを祈っていれば必ずそこで神様が皆さんを通してなそうとしていらっしゃる福音宣教のわざが具体的な実をもって現れるようになります。それは答えです。結果です。それを通して世界を見る目が、皆さんの人生すべてを見る目が変わります。これが新しい人生の設計図であり、新しい人生の秘密です。これを後回しにしておいて、世の中の人と、そこら中の人間と同じような人生を生きていくから力が得られないのです。同じ仕事、ご飯も同じご飯を食べるにしても内容、中身は違うのではないでしょうか。でもなかなかなぜそうならないかというとイエス様を受け入れるということがなんなのか分かっていません。

もう一度言います。皆さんイエス・キリストを信じて受け入れたのでしょうか。そうならば皆さんは奇跡の主人公です。それさえ気づいていれば、それがショックになるように、衝撃になるように祈ってください。それで吟味してみてください。キリストを受け入れたということを、他のこと全部忘れるほどそれだけを大きなテーマにしてそれにアプローチしてみてください。サタンはこれだけを邪魔します。順番を前後してこれだけを飛ばすようにします。だから、皆、困難な中なのです。創世記1章に書いてある混とんというものがずっと続きます。それが消え去っていくのは光しかありません。キリストが光として来られました。皆さんにこの受け入れの祝福を衝撃によって驚いて喜んで存分に味わうクリスチャンであることを祈りたいと思います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。イエス・キリストを信じて心に受け入れました。これが普通に考えて、そして軽く思っていたことを悔い改めます。どれほどの奇跡で不思議なことなのか、あり得ないことなのか、それで神の恵みを心から感謝して、受け入れたことによって人生は完璧に新しく変えられていることに確信をもって確認し、新しい人生、新しい世界を歩くことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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